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飯沼珠実写真集『Salut, Mr Bruno Taut』は、ブルーノ・タ
ウト設計による「ジードルング（Siedlung / 集合住宅）」を
被写体に、2010 年から 2014 年にドイツ・ベルリンおよび
マクデブルクで撮影された写真 40 点を収録します。

2008 年にベルリンへ移住した飯沼は、市内の外れに点在す
る建物を訪ね、写真を撮りためていきました。それは小学
生のころ、夏休みに電車に乗ってスタンプラリーに夢中に
なった記憶と重なります。この撮影を通して、建築をひと
つのメディアとして、歴史のナラティブを写真で掬いとる
ことの可能性について考えるようになりました。

撮影開始の当初は、スタジオポートレートで用いられるこ
との多いカメラ「Mamiya RZ67」を使用していました。こ
れは、飯沼にとって建物が人物に等しい存在であるという
感覚によるものです。しかし、氷点下のベルリンではフィ
ルムの結露による不良や現像トラブルが重なり、次第にデ
ジタルへと移行していきました。

流れた時間と記憶、時代を超えた関係性、東京とベルリン
の距離について思考を重ねるなかで、その「つながり」の
象徴として「糸」に着目し、本書の特徴的な製本へと至っ
ています。

本書は、あわせて 2 本のテキスト、飯沼珠実による「親愛
なるブルーノ・タウト様」と、批評家ティボー・ドゥ・ルイテー
ルによる書き下ろし「ブルーノ・タウトの色彩と飯沼珠実
の眼差し」を収録します。

飯沼珠実 | Tamami Iinuma
東京都世田谷区生まれ。「建築の建築」をテーマに、
人々の記憶の集積としての建築物、建築物の住処
としての都市や風景を被写体として写真撮影に取
り組む。2008 年から一年間、ライプツィヒ視覚芸
術アカデミーに留学、2013 年までライプツィヒに
在住 (2010 年度ポーラ美術振興財団在外研修員 )。
2014 年から一年間、シテ・アンテルナショナル・デ・
ザール・パリに滞在。2018 年、東京藝術大学大学
院美術研究科博士後期課程修了。2020 年、版元「建
築の建築」を設立。現在は東京を拠点に活動。
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本書の展示会やトークイベントなどのお問い合
わせは、版元・建築の建築までご連絡をお願い
致します (iii@house-of-architecture.org)
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